








小児の腎性貧血と血中エリスロポエチン(EPO)濃度との関係を検討した。腎機能の低下とと

もに造血能は低下し貧血が進行するが血中 EPO濃度には一定の傾向がない。腎性貧血には

他の貧血の如き血中EPO 濃度の著明な上昇はない。即ち、本症では EPOの産生ないし分泌

の障害があり、造血能の低下が大きな要因を占めている。又、血中 EPO濃度と造血能の間

には弱い正の相関があり、骨髄はある程度 EPO に反応することが予測される。 


